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ほど大切なものはなく、友人ほど尊くありがたいものはあ

りません。このことをわたしは、おざなりない持ちでいっ

ているのではないのです。い持ちでいうなら、人生におい

て恋ほど大切なものはないともいえるでしょうし、夫のほ

ど大切なものはないともいえるでしょうし、子の情につい

ても、あるいはまた仕事?勉?健康等々、いろいろなものに

ついて、人生においてこれほど大切なものはないといえる

でしょう。これら一つ一つのものが、それぞれ人生におい

て最も大切なものだということは、必ずしもっているわけ

ではありませんが、十分に考えられた上での判断だとは思

えません。むろん、人生を形成しているさまざまな大切な

要素を比して、そのうちのどれがいちばん大切かといった

ことをしても、あまり意味のないことでしょう。どれもが

大切なのです。にもかかわらずわたしたはは人生のさまざ

まな要素を考えた上で、友情ほど大切なものはない、とい

いたいのです。一つには、それがわたしの人生でのあまり

にもかな体で、友人の存在を何よりもありがたいことと日

ごろ思っているからですし、一つにはまた、理屈で考えて

みても、友情は、あらゆる人の中で最も恒常的なもの、永

的なものであり、恋人?夫?子?兄弟妹、あるいはその他での

交といったいろいろのの中でも持されるべき基本的なもの

だからです。わたしたちの人生は、局のところさまざまな



人にほかなりませんが、いろいろなの中で、友情は特に人

的なです。家族のつながりや恋人合のにもそれぞれ深いも

のがあるにしても、そういったものの中には、ある意味で

物的な要素、自然的?本能的な要素があります。これに反し

て友情は、人特有の、人でなければ持つことのできないも

のです。人は社会的物であるといわれますが、に多数の者

が集まって共同生活をすることが社会的であるとするなら

ば、それは必ずしも人特有のものではないでしょう。家族

も社会も、それが人を人たらしめるものであるためには、

友情を根底にしているものでなげればならないと思われま

す。恋人は恋人であって同に友人である、夫は夫であって

同に友人である、子兄弟は子兄弟であって同に友人である

、こういった恋人?夫?子兄弟こそ、理想的な恋人?夫?子兄弟

ではないでしょうか。友情がこのように人生において最も

大切なものであり、すべての人を成り立たせる基的なもの

であるのは、それが最も人的な、本能的な欲望や打算的な

利害にかされることの最も少ないだからであり、心と心と

の密な触れ合い、言では言い表せない深い共感、他のもの

を目的にしないな信の持ちだからです。友人といっても、

むろんいろいろのがあり、しさの程度もさまざまです。し

かし、ここでわたしが述べているのは、本当の友、真の友

情でばれたしい友のことです。本当に理解し合うことので

きる、信し含うことのできる友、そういう友をわたしたち

は常に求めています。そういう友はそうたくさん必要では

ありませんし、またとしてそうたくさんはできないでしょ

う。しかし、少数でもよい、一人でも二人でもよい、もし



そういう友をいだすことができれば、それはわたしたちの

人生の最大の宝、生きていく上での最も大きなカと喜びを

与えてくれるにちがいありません。本当の友は、多くの合

、若いときからの年来の友人、学校代あるいは二十前後の

いわゆる青春代からの友人です。大人になってから、殊に

三十をぎてから、心からの友をいだすことは、ないことは

ないでしょうが、なかなか困なことです。わたしの合でも

、友の大部分は学生代からの友人です。だから学生代に、

あるいは二十前後の若いときによい友人をすることはめて

大事なことですが、なぜ若いときの友人が一生の友人にな

ることが多く、それに比べて大人になってからでは友がで

きにくいか、このことを考えてみると、友情とは何かがか

なりはっきりしてくると思います。その人の存在だけでこ

ちらが慰められ励まされるような友、生涯いてわらない美

しい友情、こういったものが若いときに作られることが多

いということは、そういう若い代には各自が素直に人生に

直面しており、したがって素直な自己をさらけ出して生き

ているので、心と心が素直に触れ合うことが多いからでし

ょう。言いえれば、青春の代にあっては、打算的?功利的な

考えで人と交することが、大人の社会に比べて少ないから

でしょう。一口に友人といっても、そのや程度はさまざま

だと前に申しましたが、世にはに利害だけでばれている友

人や、利害だけでなくてもごく表面的なだけで交している

人を友人と呼んでいる合が、たいへん多いのです。利害だ

けでばれているならば、その利害の化によって、今まで友

のように交していた人どうしがたちまちかたきのようにな



ってしまうこともあるでしょう。それはして友とはいえま

せん。またに表面的なこと、例えばクラスが同じだとか、

趣味が似ているとか、が一つだとかということで友人にな

っている合があっても、それはそれでよいでしょうが、こ

れだけでは生涯の友人にはなれません。なぜなら、本当の

友情とは心と心の触れ合いですから、表面的なことだけで

は成立せず、互いの真をぶつげ合う素直な持ちが必要だか

らです。大人になってからは友ができにくく、若いときに

こそ真の友情をつけることができるのは、自己の真を裸の

ままで示す素直な持ちを若い人々は持っているのに、大人

になるといろいろなカラが出来てしまって、自己をき示す

ことが少なくなるからでしょう。ということは、友情の成

立に必要なのは、必ずしも若さということではなくて、人

生にする真な持ちをき示し、また、他人のそのような持ち

を受け入れる心の素直さです。言いえれば、人生にする真

な持ち、自分自身にする城さ、これなくしては友情は得ら

れず、逆にまた、これさえあれば若くても若くなくても真

の友情を得ることができるにちがいありません。友情にお

ける相互の信というものは、人生に立ち向かうこの真さを

相互にめ合うことですから、性格や意がどのようにっても

、外的な境がどのようにっても、そういった相を超えて成

立するものですし、これは相互の生き方の最も深いところ

での信ですから、生涯わることなくくのです。こういう信

は、当然、相手にする尊敬を伴います。人生にする真真な

度ほど尊敬すべきものはないのですから、信が尊敬を生む

のは当然です。信を持って人に接すれば、わたしたちはそ



こに自分の持っていないさまざまな所をし、それを尊敬し

、そこから学び、それによって励まされます。逆にまた、

そのような信を友人から寄せられるならば、それにる大き

な慰めと励ましはないでしょう。なぜなら、人生への真と

いう点での信は、心の最も深いところでの信であり、他の

何ものによってもかされることのないものだからです。人

がなんといおうとも、世がどんなに目分を解しようとも、

友人だけは分かってくれていると思うことができるのは、

なんというありがたいことでしょうか。（） 100Test 下载频

道开通，各类考试题目直接下载。详细请访问

www.100test.com 


